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海部宣男氏ロングインタビュー
第7回：すばる望遠鏡（前編）
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海部宣男氏インタビューの第7回です．海部氏は野辺山45 m電波望遠鏡という日本で初めての
大型観測装置の建設で中心的役割を果たし，そしてそれを用いた星間分子の研究で世界をリードし
ました．次に海部氏が取り組んだのはすばる望遠鏡，つまり世界トップクラスの光赤外望遠鏡をハ
ワイという国外の地に建設することでした．すばる望遠鏡の建設についてはこれまで古在由秀氏や
小暮智一氏からも詳しく伺ってきましたが，電波天文学から転身して建設を現場で指揮した海部氏
ならではの重要な証言を得ていきます．

●天文台改組と萩原雄祐

高橋：ではすばるのお話を伺っていきたいと思い
ます．すばるが立ち上がる前に，まず1988年に
東京大学の研究所であった東京天文台が独立して
国立天文台になるという改組がありましたね．す
ばる建設にも大いに関係してくると思うのですが，
これが海部さんの目線ではどういう風に見えてい
たのかというところからお願いします．
海部：改組ね．そもそも天文台ってところは，東
大の一研究所としても非常に体制の古いところ
だったんです．部課制って言ってね，教授は部長，
助教授は課長って言ってたの．みんな本当に「お
役所」って言ってて5時になると帰る．まあ古在
さんがどこかで書いてたけど，自分の研究をやる
と怒られる，言われたことだけやればいい．つま
り観測とか測定とかそういう業務をやって，まあ
もっと元を言うと報時が一番中心だったわけだよ
ね．ですからその中でまあ研究も少しはやっては
いた．平山清次さんという世界的にも知られてる
業績をあげた人もいるわけですよ．

高橋：明治大正の人ですよね．小惑星の族を発見
した．
海部：ただしやっぱり研究をやるって雰囲気はず
うっとなくて，本当の意味で研究をやれと言い出
したのは萩原（雄祐）さんなんですよ．萩原さん
は戦後の台長，完全な暴君だった．すごいワンマ
ンで，萩原さんが言ったことはもうひっくり返せ
ない．まあ，それくらい萩原さんは突出してたよ
うですね．でも研究の見通しとしては，岡山を作っ
たっていうのは萩原さんの大功績なんですね．あ
の当時，できたとき世界で6番目くらいの口径だっ
た．だからそれはずいぶん萩原さんが頑張ったん
ですよ．ただまあ研究体制は甚だ古いもので．現
業的な，報時であるとか，暦を作るとかね，それ
から天体力学もまあそういう現業の1つですよ
ね．それからだんだん太陽とか恒星にも関心が持
たれるようになって，海野（和三郎）さんとか大
沢（清輝）さんとか，そういう若手が萩原さんの
もとで天体物理的な観測も始めるわけね．それか
ら電波をやれってんで太陽電波のグループを作っ
て，そこに連れてきたのが畑中武夫さんです．畑
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中武夫さんってのは理論家ですよね．だけどもそ
の頃はそんなこと言っちゃいられない．畑中さん
は何でもできた人なんです．
だからそうやって少しずつ変化して，しかしな
がら古い体制はそのまま維持されてたっていう，
まあそれが僕が入ったときの東京天文台なんです
よ，今考えると．僕は物理系から入ったからそん
なことも分からんで，ここはなんちゅうところだ
と思って．もう皆さん5時になると帰っちゃうし
さ（笑）．
高橋：萩原さんとは個人的には面識はありました
か？
海部：僕の覚えている萩原さんは，天文学教室で
もう好々爺然として，天文台を退職した後にはな
んかとにかく天文台には決して行かなかった．天
文台を毛嫌いしてて．古在さんもちょっと言って
たでしょう．萩原さんが辞めた後，天文台の人た
ちが……．
高橋：なんか，「俺の言うことを聞かない」みた
いな．
海部：とにかく天文台の人たちは相手にしないよ
うになった．萩原さんって人は本当のワンマンだっ
たんだね．だから煙たく思われてたのは間違いな
いでしょ．で，萩原さんが辞めた後，手のひらを
返したように顔をそむける人たちが多くて，で，
萩原さんは萩原さんでそういうのが嫌で，「俺は
もう天文台には行かねえ」って言って天文学教室
にずっといたんですよ．古在さんはそれで自分は
かえって仲良くなったという話をしてたんです．
それでね，実を言うと，6 mミリ波望遠鏡がで

きた1970年のお祝いに萩原さんが来たの．実に
みんな驚いた．「萩原さんが天文台に来た」って．
萩原さんの演説は，「俺がこれを作ってやったん
だ」って（笑）．そういうところがすごいんだよ．
でも喜んだんですね．つまり彼はあれができたこ
とを喜んでた．やっぱりそういうセンスはちゃん
と持っている人で．
高橋：先見の明というか，学問の流れというもの

が分かっていたんですね．
海部：やっぱり萩原さんはね，海野，大沢とかっ
ていう戦後登場した若手に，いろいろなことを
ちゃんと教えて，岡山を作るについては大沢に
「アメリカへ行って勉強して来い」と，そういう
手配を全部した人なんですよ．だから僕は偉いと
思うよ，萩原さん．だけどねえ，古在さんはよく
言った，「萩原さんはねえ，あの人は自分以外全
部バカだと思ってたからね」って（笑）．
小久保：そうですね（笑）．
海部：だからそれこそ古在さんの証言は貴重です
よ，萩原さんについて言うと．
高橋：それでそういう古い東京天文台が国立天文
台に改組されて，すばるに向かっていくと．
海部：まあ，すばるは改組と一緒というわけじゃ
ないね．1991年から予算がついてるわけでしょ．
で，天文台改組が1988年ですから，この間，数
年の間があって．そもそもね，すばると国立天文
台の改組はペアで語られることが多いけれど，そ
れはそうなんだけど，僕はそのために国立天文台
に改組したと思ってないし，古在さんも半分ぐら
いはそうじゃないかな．古在さんの方が僕よりす
ばるのプレッシャーが強いから，古在さんとして
はすばるは何とかしないといけない．で，国立天
文台に改組しないとすばるはできないだろうと，
古在さんは思ってたと思いますよ．僕はあの頃の
古在さんを見ててね，かわいそうだったよ．「古
在が悪い」って言うんだよ．「すばるが通らない
のは古在のせいだ」って言わんばかりですよ．
高橋：天文台の人がですか？
海部：光の人たちね．みんながみんなとは思わな
いけどね．そういう不信感があったんですね．そ
れからもう一方じゃ組合がね，「古在さんはすば
るばっかり大事にして，みんなを大事にしてない」
とか言って，また悪者にされてね．古在さん，ど
うすりゃいいのよ．かわいそうだなと思ったな．
まあ台長というのはこういうもんかと．で，やっ
ぱり僕，古在さんの見通しは正しかったと思って
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る．つまり望遠鏡を海外に持っていくためには国
立天文台にならなきゃ無理だろうと．東大の中で
どうやってやるのよ．だってすばるの場合は海外
勤務者のための法律まで作ったんですよ．文部省
はあれですっかり嫌になって，ALMAのときは
もう勘弁してくれって．
高橋： 法律的な枠組みとしては，ALMAとすば
るは違うんですか？
海部：全然違います．すばるはアメリカにおいて，
現地法人として届け出てるわけです．法人なんだ
よ，アメリカでは．アメリカではだいたい研究所 
っていうのは法人．もちろん金儲けするわけでは
ないからね，いろんな特別待遇を受けられるんで
す．だけど完全にアメリカの法律の下で運用して
るわけ．人を雇うときのやり方とか，お金の払い
方とか，すべてアメリカの法律で動いている．
で，すばるに行く人はそのために特別ビザを取っ
てアメリカに赴任するわけですね．

ALMAは全然違うの．ALMAの場合は Joint 
ALMA Observatoryというのがあるんですね．立
派なobservatoryで，何百人の人がいるけれど，
ここの人はALMAが雇う．ALMAは現地法人で
はなくてESOの傘下の法人なんだよ．だから最終
的にESOが雇うわけだよ．日本の人もあそこで
雇われるときは，そのスタッフになっていくわけ．
それで，NAOJ ALMA o�ceは別にありますが，
それはこっちからの出向であって，法人でもなん
でもない．全く違うんだよ．だからお金のやり取
りなんかもそういう意味ではESOのやり方に従っ
てやってますね．
高橋： ALMAのことはまた後々聞きたいと思い
ますが，ALMAのためにまた新たな法律を作る
ということはなかったということですか？
海部：そういうことは少なくとも日本ではないで
す．まあ，すばるは何てったって日本だけのもの
でしょ．ALMAはもうがっぷり組んだ国際機関で
ね，ALMAのやり方はいいですよ．僕は，あのや
り方は今後の国際共同でがっちりしたことをやる

非常にいいモデルだと思いますよ．
高橋：古在さんのお話で，国立天文台に改組する
ときに，もともと文部省が水沢の緯度観測所を何
とかしてくれっていう，まあ行政改革みたいなこ
とですよね．そういう流れがあって，そこはわり
とすんなりいったという話でしたね．
海部：うん，国立天文台になるときに，大きなプ
レッシャーは2つあった．行政改革で文部省はと
にかく数を減らしたかったんです．それでまず水
沢が一番大きなターゲットで，一緒にならなかっ
たら潰すという，はっきりそういう意思表示を文
部省はしてたということですね．で，もう1つは
豊川の空電研究所と一緒になるという話もあって，
空電研究所の第3部っていうのが田中春夫さんの
太陽電波のでかいグループだったんですよ．文部
省はその第3部というのを間違えてね，3つの部
門を潰すとばっかり思い込んでね，で，一生懸命
やってくれやってくれって言ってたんだけどね，
結果を見てがっかりしたんだ．「なんだ，部門1
つですね」なんて．そういう改革とは名ばかりの
数減らしを一生懸命やってて，水沢は残念ながら
そういうターゲットになってしまうところまで

いってたと思いますね．
で，古在さんはそこでも恨まれ役でさ，水沢の
人から「古在が緯度観測所を潰した」って言われ
て．古在さんは 「俺は救った」と思っているわけ．
それはどうしてかと言うと，緯度観測所の所長が
ね，そういうことをちゃんと所員に言わなかった
んだ．自分たち，水沢はこういう風に時代に合わ
ないという話を所員に伝えてないんですよ．そう
すると，そういう話になる．だいたい，世の中っ
てそういうのが多いんだよ．
高橋：水沢の人は，水沢が危ないということは知
らなかった．
海部：知らない．天文台が吸収しにきたと．それ
は古在さん，気の毒だよな．よくまあ，あれだけ
のことをやりましたよ．それでね，古在さんは最
後の最後は水沢に行ったらしい．水沢へ行って，
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こういう風になっているぞと言って．それはそれ
なりのショックは与えたと思うけどね．
それから名古屋大学の空電研の方は，前から田
中さんの夢で，日本の太陽電波一丸となってヘリ
オグラフを作りたいということがあったから，田
中さんとしては野辺山に行ってそういう夢をかな
えようと，それで来てくれたと思います．
高橋：野辺山宇宙電波観測所の初代所長というこ
とでしたね．
海部：はい，それで結局空電研にも人がちょっと
残ったけども，ほとんど根こそぎ次々に移って．
あれがなきゃ干渉計はできなかったよ．だって，
干渉計の技術って，そりゃ森本 （雅樹） さんはやっ
たことあるって言ったって，実践的にやってるわ
けじゃない．それはもう空電研は干渉計の権化み
たいなとこだったからね．それで，鰀目 （信三） さ
ん，石黒 （正人） さん，それから鳥居 （泰男） さん
とかいう非常によくできる技術者がいたんですよ．
まあだからすごくよかったと思うんだ．前も言っ
たように最初はちょっと，森本さん，赤羽さんは
不満だったでしょうけど．やっぱりあれやらなきゃ，
野辺山は立ちゆかないだろうと思ったなあ．
それが国立天文台になるときの，改組の推進要
素ですね．それで反対要素はやっぱり東大を離れ
たくないっていうプリミティブなもの．さすがに
あんまり表立って言う人はいなかったけどね．そ
れから共同利用は面倒くさい，人事に外の人が
入ってくるとかいう，そういうそれまでの大学の
自治に慣れた人たちから見ると嫌なことはあった
でしょう．僕はそれほど天文台の中に強固な反対
があったとは思わないけど，古在さんのところに
はいろんな人が言ってたかもしれない．僕はまだ
そのとき助教授で，共同利用委員会はずっとやっ
てたけども．それからそのときは池内（了）くん
が三鷹にいて，まあ彼も大変だったよな．書類作
りは一手に引き受けてやってた．でも大学共同利
用機関になるときにまあそれほど天文台の中が混
乱したってことはないですよ．

高橋：そうなんですね，では改組してどういうと
ころが変わったんでしょうか？
海部：大学共同利用機関になるときに，やっぱり
それをチャンスとしてやったことがいくつかあっ

て，大部門制っていうのはそのときにやったのか
な．あれは大きかったんです．それまで太陽電波
とか宇宙電波とか細かく分かれてたのが，電波天
文研究系となって少し風通しがよくなったね．そ
れは後のプロジェクト制への，いわば下敷きに
なったという風な面はあると思います．
高橋：海部さんが台長として作ったプロジェクト
制ですね．
海部：はい．それから一番大きな変化は人事です．
やっぱり外の人が人事委員会に入ってきて，新し
い人を次々に入れられるようになってきた．それ
までは「俺の後継者」っていう，最も研究所とし
て嫌うべきものだったのが多かったんですが，と
もかくポジションができたら人事委員会で議論す
る．そこには他の分野の人が入って，どういう 
方向が大事か議論した上で，人を選ぶというね，
やっと普通のやり方，今のスタンダードになっ
た．これは僕はすごく大きいと思ったんです．天
文台はやっぱり最終的には人だからね．今は天文
台のスタッフには東大出身者なんて数えるほどし
かおらんのじゃないか．そうでもないかな．
で，大学共同利用機関になると，どうしても共
同利用ということが非常に重視される．皆さん意
識してるかどうか知らないが，そもそも大学共同
利用機関は大学を支援するのがミッションだと法
律に書かれている．これは非常に大事なことで
す．だけどね，いろんな大学共同利用機関がどれ
だけそれを意識しているか僕は非常に疑問に思っ
てて，最近それを強く言ってるんです．大学共同
利用機関は，今は例によって改革の波に洗われて
危機感があるんですが，そのときに何が大事かっ
ていったら，大学を支えるというミッションがあ
るぞと．そういうことを中心に据えるべきだとい
うのが，僕が非常に強く主張しているところなん
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ですね．それがなかったら，「大学共同利用機関
はなんのためにあるの？」，「大学の一部じゃない
の？」，「大学に戻ったらいいんじゃないの？」っ
てそれを言われたらおしまいでしょ？
いや，違うんだと．1つの分野を支えるんだと．
だから大学共同利用機関の役割は2つあるんです
よ．1つ，一分野の中核としてその分野を引っ張っ
ていく．2つ，大学を支える．引っ張っていくっ
ていうのはピークを作るということです．大学を
支えるっていうのは裾野を広げるということなん
ですよ．この2つをやれっていうのが大学共同利
用機関のミッションなんです．この2つをやらな
いと，やっぱりある分野の科学っていうのは進ん
でいかないわけですね．
高橋：自分たちで研究するだけでなく，大学を支
えることでコミュニティー全体を活性化させると．
海部：そうなんです．これは素晴らしいミッショ
ンだと僕は思ってんだよ．外国に行って，特に最
近アジアで天文学をやりたいなんていう国へ行っ
てこういう話をすると，彼らはやっぱりすごく羨
ましがるよ．そういうのがあればね，大学と足の
引っ張り合いをしないで済むんですよ．

●すばると日本学術会議

高橋： 海部さんはすばるとはどのあたりから関
わっていたんですか？　まだ議論の段階ですか？
海部：はい，つまり日本の光のコミュニティーは
光天連（光学赤外線天文連絡会）という，宇電懇
（宇宙電波懇談会） に次ぐものを作った．で，そう
いうところで議論をしなきゃいけないって言うん
で議論をした．それで何年もやったけども結論が
出なかった．国内3.5 m派と海外5 m派の真っ二
つに分かれて，ずうっと結論が出なかったわけ．
じゃあ学術会議に何て言うんだ，次の天文の計画
はどうするんだってときに最後になってもうえい
やぁって結論を出したのが国内3.5 m．それで光
天連を代表して学術会議天文研連（天文学研究連
絡委員会）でその国内3.5 mを提案したのが小平

（桂一） さんですよ．小平さんが「3.5 mをまず国
内に作って，それがうまくいったら国外に大きい
望遠鏡を作る．そういう計画を提案します．」 とこう
言った．そしたらしばらくみんな黙ってて，僕は本
当に忘れられないんだけど，口火を切ったのが林
忠四郎さん．あの口調で，「ええんかね，そんなこ
とで」．いやあ，あの一発だね．そしたらすぐ小田
（稔）・早川 （幸男） が，「やっぱりここまで来たら，
海外に世界一のものを作るべきではないか」と．
それで古在さんが台長としてそこにいて黙ってた
けども，「どうですか，古在さん」，つまり天文台長
としてどう思うかと．「できると思います」と古
在さんはこう言った．それで決まったんですよ．
小久保・高橋：へえ～．
海部：これは厳然たる事実で，そのときは僕も天
文研連の委員だったから見てたんです．
高橋：それはある意味，コミュニティーの意見が
覆されたと．
海部：ひっくり返された．
高橋：ですよね．
海部：それはもうね，光天連では大騒ぎになったん
だよ．それも僕は記録を読んで知ってんだ．大騒ぎ
になったんだ．実は僕は天文月報にも2回ほどその
ときのことを書いてる．すばる望遠鏡の記念という
ので何か書けって言うから．つまり簡単に言うと，
保守派対革新派といってもいいものだったと思いま
すね．冒険だとしても，あるいは多少時間がかかっ
たとしても，やっぱり世界レベルのものを作ろうと
思ってた人がどれくらいいたか，僕は知りません．
そういう中で議論すると，必ずしも民主主義はい
い結果を出さんというのは，その通りなんだよ．
最後は多数決を取って国内3.5 mになるって感じ
じゃないのかなあ．これは僕はよく知らんけど．
まあいちいちそんな宣伝をする必要もないかも
しれないけれど，歴史としてはね，そういうこと
に対するある種の反省とか，もうちょっと議論を
しなきゃいけない．だって「早くできる望遠鏡が
いい望遠鏡だ」なんていう意見が堂々と出るわけ
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だよ．だから僕はこれはいかんなあと思ってた．
要するにまあ敗戦したときの日本と同じだと僕は
思う．まあ悪いけど，ちょっとそういう印象を持っ
てるんですね．磯部琇三さん，ご存知でしょう？　
彼は国内3.5 mの急先鋒だったんだなあ．だから
彼があの後すばるからバサッと外されたのはそれ．
彼はそういう意味では潔いと言えば潔い．ほかの
人はみんな「私は初めから国外が良かったと思っ
てた」と，こう言う．
小久保：（笑）．でも，やっぱり林さんとか早川さ
んとかその辺の皆さんは，ちゃんと分かってらっ
しゃった．
海部：偉いですよ．だから「こういう偉大な先生
方を先輩に持つことのありがたさが身にしみた」 
って書いた．いや，全くそうなんだ．
まあそういう意味で言うと，野辺山45 mを作

るときはみんな必死だったのよ．これしかない
と，自分たちはもう命がけでやるんだと思ってま
したし，45 mの目標とか精度とかいうことに対
して異論はなかった．まあいわば同じ目的を共有
する仲間であるという意識がやっぱり非常に強く
ありました．すばるの場合はそういうのはだんだ
んだんだん醸成されていったと思う．計画を作る
段階でね，観測装置を作るということでいろんな
大学にも入ってもらった．望遠鏡だけだとだめな
のよ．だって大学の人が計画に入れないからね．
すばるのお金を大学にまわして，それぞれの大学
が観測装置を作るという，まあそういうことがで
きたんでよかったけれども，まあ全体としてすば
る望遠鏡を作るという非常に強い一体感というも
のが，最初はそれほどなかったのかなと思う．こ
れは僕の反省でもあるんですね．まあ僕はそうい
うものがあると信じてやってたんですが，必ずし
もそうではなかったなぁと思う．

●日英協力

高橋：では海部さんがすばるに移る経緯をお話し
してもらっていいですか？

海部：ちょっとすばるの前に話が断片的になって
悪いけど，日英協力というのがあるんですね．前
に言ったようにだいたい1984, 85年から野辺山の
45 mは世界一流の観測ができるようになった．
数年かかって立ち上げが完了しているわけです
（第6回参照）．それでイギリスにPPARC （Particle 

Physics and Astronomy Research Council）とい
う，天文学から素粒子，宇宙論の元締めをやって
るところがあるんですが，そこと野辺山で協力を
しようという話になった．
高橋：どういうきっかけなんですか？　イギリス
から？
海部： 最初のきっかけはイギリスから来たんで
す．彼らは日本の大学とか研究所を回って，パー
トナーを探しに来たんですね．イギリスはね，本
当そういうところは面白い国で，いいパートナー
と組んでいいプログラムを作ろうっていうのが
ずーっとあるんだよ．それで九州からずっと来た
と言うの，九州大学から始まって．「ここに来て
初めて組みたい相手が見つかった」って言ってく
れたから，僕ら，へえってびっくりして．
小久保：突然来たわけですか？
海部：突然．本当に突然来たの．実は1983年に
僕はイギリスに行ってエディンバラとかあっち
こっちで45 mの講演をして，みんなにすごいす
ごいって言われてたんです．それでどうも野辺山
と協力したらどうかという話があったらしくて，
代表団が日本全国を回ったときに野辺山くんだり
までやって来た．それで彼らが言うには，「自分
たちは今ハワイに JCMT（James Clerk Maxwell 
Telescope） っていうサブミリ波望遠鏡を作ろうと
してるので，それと45 mを組み合わせればすご
くいい協力ができる．だからぜひやろう．」って．
それは確かに素晴らしい提案で，僕は大喜びで
「それは大賛成だからぜひやりましょう」と．
高橋：なるほど，ミリ波とサブミリ波で．
海部：あのときにねえ，これは実にいい提案をし
たなあと今でも思うのは，「でも JCMTはまだこ
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れからじゃないか．45 mはもう観測してるんだ．
イギリスはUKIRTという世界一の赤外線望遠鏡
をハワイに持っているではないか．あれも入れて
はどうか．」と．ミリ波と赤外は星形成ではもう
切っても切れない．だからミリ波赤外の協力にし
たらどうかっていうのが僕の逆提案で，向こうは
喜んだ．さらに 「今，僕らはミリ波の干渉計を作っ
てるから，あれも入れます」 と．そういう2対2の
協力でどうだって言って僕は切り返して，それが
すごい面白い発展になったんです．
高橋：ミリ波，サブミリ波とさらに赤外だったら
すごいですね．
海部：それで，1983年に日本学術振興会の二国
間協力というプログラム，今でもあるのかな．
高橋：同じようなのがありますね．
海部：あれで始まったんです．それで日本では佐
藤修二くんが上松で1 mの赤外線望遠鏡を日本で
初めて作って，一生懸命観測をやってたわけで
す．まあ佐藤くんと僕は仲がいいんで，それで彼
にも一緒にやってもらって，赤外線の若い連中と
やったら面白かろうということで．ですから
1984年に佐藤修二とUKIRTへ行って観測を始め
て．そうそう思い出すね，そこへ連れていったの
が林左絵子さんだ．彼女がえらい元気なんで，向
こうで気に入られて助手に来てくれなんて言われ
てハワイに行ったという，そういう経緯もあるん
です．まあ，この日英協力は学問的によかっただ
けじゃなくて，人の交流という面でもすごくよく
て，佐藤さんの教え子だった若い人たちがこれで
ものすごく伸びたんだよね．だいたい今，赤外で
頑張ってるのはそういう連中ですよ．山下（卓
也）とか，田村（元秀）とか，それから田中 （培
生）とかね．それでミリ波の連中も，林（正彦）
とか川邊（良平）とか長谷川（哲夫）とか，もう
続々とハワイに渡って赤外線の観測をした．まあ
その後ではもちろんサブミリもやりましたけど，
それがねえ，ミリ波と赤外が一緒になって星形成
をやるという，そういうトレンドを生んだんです

ね（写真）．それは素晴らしい成果だったと思う．
それがすばるでもものすごく役に立った．
高橋：ああ，本当にすばるで活躍した人たちです
ね．
海部：それでもちろんイギリスからも大勢来てね，
今，宇宙望遠鏡科学研究所 （米） の所長をやってる
マット・マウンテン（Charles Mattias Mountain）
なんてのは，来た代表の1人だ．面白いやつだっ
たなあ．すっごいできるやつがいると思ったけど．
それとか，イアン・ギャットレー （Ian Gatley） と
か．まあとにかくイギリスとは，特に赤外ミリ波
のグループとものすごく密な協力体制ができて，
日本の若い人がハワイへ続々と行って育ったんで
すね．だからこれは僕らにとっちゃ，すごくいい
タイミングの協力でね．これがなきゃ僕はすばる
に行ってないと思いますよ．赤外観測をやって
やっぱり星形成には赤外が重要だという認識を僕
も改めて持ったしね．まあイギリスでも非常に評
価されて，僕はRoyal Astronomical Societyの外
国人客員になっているわけです．で，これがなん
とね，1997年にすばるを入れた日英協力に拡張
されるんですよ．
高橋：あ，そこまで行くんですか．

JCMTでの観測終了後の打ち上げの様子（1987年9
月，林左絵子氏提供）．
左手前から奥そして右側に向かって，宮下暁彦氏，奥
村幸子氏，半田利弘氏，林左絵子氏，Adrian Webster
氏，海部宣男氏．林氏が持っているのは JCMTの
ビームパターン．宮下氏は JNLT（後のすばる）のた
めのサイト調査に来ていた．

シリーズ：天文学者たちの昭和



第 113巻　第 10号 651

海部： そうなんです．それまでは電波・赤外で
やってたでしょ．それがすばるを入れてやろうっ
てことになって，FMOS（Fiber Multi-Object 
Spectrograph：ファイバー多天体分光器） も実は
それなんだね．だからこれ，連綿と続いてるの．
書き換え，書き換えしながらね，20年ぐらい続い
た．そういうもんです．
小久保：そうかあ，つながってるんですね．
高橋：すばるの前に，赤外線っていうステップが
あったんですね．ミリ波から可視光まで，すごい
多波長の協力ですよね．
海部： そうです．だから僕がすばるに移るのを
びっくりした人が多いけれど，僕は実はUKIRT
で結構赤外の観測は一緒にやってたの．だからそ
んなに違和感がない．というか僕としては星形成
をやるでしょ，それですばるなら惑星形成ができ
るかもしれんっていうのがあって，それほどサイ
エンティフィックな飛躍はないんです．ただみん
な驚いたし，野辺山でも大議論になったけどね．

●すばるに移る

高橋：すばるに移るというのは，自分で志願した
んですか？
海部：実は僕は2度にわたって，来てくれないか
とすばるから言われてるんですね．
高橋： 1回断ったんですか？
海部：最初1回断った．まだ予算がつく前でです
ね，それはどう考えても時期尚早だと思った．そ
れから1年経って，夜中，小平さんから野辺山に
電話がかかってきて，「来てくれないか」と．小
平さんはそのときはすばるを進める中心ですから，
まあそうなったら本気で考えなきゃなんない．そ
のとき初めて僕は野辺山の人に，森本さんにも相
談した．森本さんは例によって「行け行け」って
（笑）．「俺たちが後は何とでもする」 って．こう
いうまあ大議論があって，僕としてはやってみた
い気持ちもあったしね．いろいろと相談した結
果，行くということになったんです．

高橋：まずは三鷹のすばる推進室みたいなものに
入ったということなんですか？
海部：そうですね．僕が移ったのは1990年の4月
ですね．そのときに光赤外の教授になって移って
るんですね．それでですね，さっき話したように
その前の1988年に天文台が大学共同利用機関と
なって独立したわけですよね．僕はそのときはま
だ野辺山にいて，電波天文の研究系主幹というの
をやってたんです．それで1990年4月に僕が三鷹
へ移ったときにすばる準備室というのがあって，
これはつまり正式の予算がつく前だよね．91年
から正式予算ですから．その準備室の室長という
のになって，で，小平さんがプロジェクト全体の
プロジェクト主幹というのだったかな．それで正
式に予算がつくと，すばる推進部というのができ
るんですね．その辺のちょっと細かいことはいい
として，小平さんが全体の責任者で，僕は準備室
の室長になるわけです．

●技術センター

海部：僕が移ってから最初にやったことの1つは，
技術センターを立ち上げることです．1988年に
大学共同利用機関になって，最初は技術部という
のが作られるんです．技術系の人を全部集めて技
術部というのを作ったんですが，大学共同利用機
関になるとそういうことができたんですね．で，
最初は森本さんが技術部長をやった．技術部の人
事をやったりするのが技術部長の仕事だったわけ
ですけど，僕が三鷹に移ってからはすばるの方と
一緒に技術部長も兼ねて，それで技術センターを
作るという仕事をやっていったと，そういうこと
になります．
高橋：それは技術部を大きくしたようなものなん
ですか？
海部：大きくするというより新しく技術センター
を作ったということです．つまり技術部というの
は，人の集まりなわけでね．それでちょっと話は
逸れますが，技術系の人が全部集まって技術部に
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なって，技術系の人をどういう風に処遇していく
かってのは，その後法人化（大学共同利用機関法
人自然科学研究機構，2004年）までずっと大き
な問題になり続けるわけね．つまり働きとしては
ずいぶんなことをやってる人たち，優秀な人たち
もいるのにも関わらず処遇は悪いということが
あった．それで前に言ったように（第3回参照），
僕が天文台の組合の委員長だったときにずいぶん
大運動をやって，彼らを助教授にして処遇すると
かいうことをそれまでやっていた．そういうこと
を実現したわけですけど，さらにどうするかとい
うのは難しい問題だったわけです．
しかし最終的にはね，この技術者の待遇問題と

いうのは法人化になってやっと解決するわけです．
法人化することによって，技術系の人の新しい職
階を作ることができるようになったわけ．それま
では国が決めた通りだから，全部，俸給表まで決
まっているようなもんでね．やむを得ず研究者の
待遇である助教授として処遇するってのは，給料
だけの話で，技術者にとってみると実はあまり嬉
しくないんですよ．研究者になりたい人もいたか
もしれないが，基本的には自分は技術でやってい
くというので誇りを持ってるのに，研究者なんか
として処遇されるというのはまあ判然としないと．
それは非常によく分かるわね．だけど法人化前は
それしか方法がなかったんですね．だけど法人化
して，技術者にももっとちゃんと高いレベルの職
階を用意できるようになって，それでようやく解
決したんですね．だから法人化するまでの大学共
同利用機関自体の技術部というのは，技術者の処
遇としてはね，ちょっと中途半端なものだったん
ですよ．僕自身はそういう技術部の人事もやって
たわけです．
それで話を戻すと，僕が三鷹に移って一番力を
入れたのが技術センター，つまりそれまで機械工
作工場といってた小さな小さなものを，近代的な
装置開発ができる技術センターにして，共同利用
にしていくという，そういう構想を進めたんです．

それまでの工場ってのは非常に惨めなもんだった
の．古い機械に古い人がついて文句言い言いやっ
てるっていう．これじゃだめだって前から思って
たので，すばるの予算が本格的についたときに工
場の改革をやったんですね．それが1991年で，
僕がすばるに移って最初にやったことの1つだっ
たんです．
高橋： なるほど，共同利用できる立派な工場を
作ったと．
海部：そのために人を呼んできた．電通大から西野
（徹雄） さんっていう人を呼んで，それからちょっ
として分子研 （分子科学研究所）から岡田（則夫） 
さんていう，この二人が中核になってくれたんで
すね．その辺も実をいうと，面白いことにどっち
も星間分子絡みなんだ．つまり，星間分子で分子
研には斎藤（修二）さんがいて僕は付き合いがあ
るでしょ．それから電通大にも星間ダストをやっ
てる坂田（朗）さんという人と，分子の専門家の
中川（賢一）さんという人がいてね．そういうと
こと付き合いがあったんですが，僕は天文台の工
場を何とかせんといかんと思ってたら，そういう
とこにいい人がいるわけよ．で，そういう人をぜ
ひって頼んで，引っ張っちゃったわけですね．
それともう1つは小林（行泰）くんと一緒に世
界を回って，センターにどういう機械を入れる
か，必要かというだいたいの構想を立てた．これ
は僕には目論見があって，技術センター長は僕が
やってたんですが，僕はすばるが中心だから，小
林くんにその後できる開発実験センターのセン
ター長をやってもらおうと思った．それでエディ
ンバラ，ミュンヘン，チリにダーっと行って，僕
は途中で用事があって帰ったんだけど，小林くん
はアメリカへ渡って，アメリカも見て帰ったとい
う．僕はその前からエディンバラとかに行ってて，
結構すごいっていうの知ってたしね．やっぱり今
までと全く違うものを作らないとだめだというの
は思ってたから，それで小林くんに来てもらった．
それで1991年に機械工作工場というのをやめて，
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それで新しい機械を入れて技術センターを作って，
そこで西野さんに電通大から来てもらった．なか
なか優秀な人で彼にとにかく工場の責任者になっ
てもらって，僕は技術センター長になったわけで
す．それで開発実験センターの準備をしてたわけ
ね．実際に開発実験センターができたのは1993年
で，そのときから小林くんがセンター長になっ
た．これは非常に正解だったね．あと小林くんが
ずーっとセンター長をやってくれました．佐藤修
二氏は，ちょうどこの頃に名古屋大学へ移って，
今度は大学側からいろいろ応援してくれた．
小久保：天文台にマシンショップが付いているっ
ていうのは，海外では当たり前だったということ
ですか？
海部：すべてがそういうわけじゃないですよ．だ
けど僕はまあ少なくとも知ってはいた．というの
は，日英協力をスタートしてましたから，エディ
ンバラ行ったり，ラザフォード行ったり，それか
らアメリカも行って，結構立派な工場があるとい
うのを僕は知ってた．僕はNRAOにもいたしね．
ですから，あまりにも三鷹のが貧弱なので，こ
れじゃどうしようもないって，常々思ってたわけ
ですけども，やっぱりなかなか機会というものが
ないと変えられない．そこには昔からやってる人
がいたりするわけじゃない．そういう人を説得す
るったって，無理な話なんだよね．ちょうどまあ
そういう人が，大変申し訳ないが辞められるとい
うこともあり，それからすばるで予算がつくから
お金を投じられるということもあり，で，国立天
文台になったからやりやすくなったということも
あり．非常によかったんですよ，いろんなタイミ
ングがね．それでちょうど僕が三鷹に移るという
こともあって，こう言っちゃなんだけど僕が移ん
なきゃああいう風にはできなかったと思うんです
けどね．それで技術センターが始まったという，
これは非常によかったと思ってます．
高橋：開発実験センターは今の先端技術センター
ですね？

海部：そうです．開発実験センターはご存知のよ
うに，共同利用を最初から謳ってて，大学もどう
ぞと，それから例えば「ひので」なんていうのは
宇宙研（宇宙科学研究所）のプロジェクトだけ
ど，天文台に巨大なクリーンルームを作って，あ
そこで光学実験までやったんだよね．だから，そ
ういうことには結構役に立ってるんですよ，いろ
んなプロジェクトを受け入れて．だけど基本的に
は，天文台の大きなプロジェクトを次々とこなし
ていくという土台になった．
小久保：開発実験センターは予算的にも天文台の
中では大きなものだったんですか？
海部：センターそのものの予算よりもプロジェク
トからの予算の方が大きい．今の天文台というの
は基本的にはプロジェクトで回っているようなも
のですから．
高橋：プロジェクトごとに予算を持ってきて，そ
こでやるということなんですか？
海部： うん，例えばね，ALMAの受信機の開発
をあそこでやったわけですよ．200以上のものす
ごい性能の受信機を作って，それを全部チェック
して出荷するところまでやった．あれは外に発注
できないんです．なぜか？　全部で200台です．
200台っていうのはメーカーにとっては実に中途半
端なものです．1つだけ金がかかるものを作れっ
ていうなら，それは作りましょうと．それから何
万台作れって言われたらそれは難しいものでも投
資してフローを作って工場を建ててやりましょう
と．だけど200台って言われると困っちゃうんで
すね．だから開発実験センターはALMAにとっ
ては素晴らしいプラットフォームになった．その
ために開発実験センターが実験室と設備を用意し
て，人とお金はプロジェクトが出すわけです．
高橋：開発実験センター自体の定常的な開発とい
うのは別にないんですか？
海部：ありますよ．つまり，そういう大きいのだ
けじゃいけないから，小さいグループはいくつも
あるんだよ．松尾（宏）くんなんざ，あそこでず
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いぶん長いこと赤外干渉計の実験をやってたし，
それからCCDの基礎開発なんかもあそこでずい
ぶんやってたし，それは天文台がお金を出すわけ
ですよ．
高橋：それはだいぶ基礎的な開発なんですね．
海部：そうです．で，それから共同利用機関にな
ると研究交流委員会っていうのを作るんだけど，
僕がその委員長になって，そこで共同研究と共同
開発研究というプログラムを始めたんです．共同
研究もいいけど，やっぱり僕から見るとこの共同
開発研究をスタートしたことには非常に大きな意
味があって，僕は前から日本の天文学は開発が少
ないので，やっぱり開発していい装置を作ってい
かなきゃ将来ないよと思っていた．これはその頃
からの僕の信念なんです．共同開発で物を作るこ
とに関して公募して，共同利用で付いたお金の中
からいくらいくらって分ける．それでこれはなん
と今でも続いているんだよ．この前，確かめたら
共同開発研究の公募をやってて．
高橋：はい，やってますよね．
海部：初期の頃は大谷 （浩） さん，大師堂（経明）
さん，牧野（淳一郎）さんが目立ってた．京都の
大谷さんは大宇陀に望遠鏡を作ってたので，それ
用に新しい観測装置が欲しいけど京都には実験室
もないとかいう話だったんです．たぶん大谷さん
は光の第1号ですよ．僕はそれをよく覚えている．
どうしてかっていうと，その後しばらくして京都
に行ったら，大谷さんが実験室を案内してくれて
ね．おかげでできるようになったとすごい喜んで
た．だから本当にいいことやったと思って喜んで
るんだけど．
高橋：最初の頃はまだすばるはあまり関係してな
いですか？
海部：まだないわけですよね．すばるの観測装置
の議論を始めたのは1992年なんですよ．1992年
にみんなからいろいろ案を出して，さらに公募し
て，すばる望遠鏡観測装置というのを全部で7つ
だか8つだか決めていくわけですね．だからすば

るに先立つこと数年前，1988年からこういうこ
とを始めてた．佐藤修二氏はもともと開発を大学
でやんなきゃいけないっていう考えだから，これ
をずいぶん一生懸命やってくれて非常に助かった
のを覚えてますよ．
今，いろんな大学で開発やってるもんね．それ
は1つにはすばる，それから野辺山でもずいぶん
貢献するようになった．受信機ができるグループ
がやっと外にでき始めて，大阪府大の小川 （英夫）
さんのグループなんていうのは大変なコントリ
ビューションしたんだね．あそこの大きな受信
機，ほとんど彼らの独力で作った．それから茨城
大とか筑波大でもそういうことをやったりする人
が出てきた．電波はなかなかね，光と違って開発
が大学には広がらないんだよ．難しいよね．まあ
そういうことで共同開発研究を始めて，いわば装
置開発を全国化したんです．

（第8回に続く）
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Abstract: �is is the seventh article of the series of a 
long interview with Prof. Norio Kaifu. He played a 
central role in the construction of the Nobeyama 45 m 
radio telescope, the �rst large-scale observation facili-
ty in Japan, and led the study of interstellar molecules 
using it. Next, Prof. Kaifu worked on constructing the 
Subaru telescope, the world's top-class infrared and 
optical telescope, in Hawaii. Prof. Kaifu talks about his 
experience from his unique point of view as a project 
manager who led the construction on site, which gives 
us very di�erent insights from the interviews of Prof. 
Yoshihide Kozai and Prof. Tomokazu Kogure.
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